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公益幻想破壊を唱える本 冊
内水護・村尾行一 加害者としての国家 公害政策史 亜紀書房、 年 月
内水護・桜井国俊 収奪者としての国家 亜紀書房、 年 月
二冊（以下、 加害者 収奪者 と略記する）をセットにして扱う理由は、
内水護氏の共著書で同じ年に出版されていることに加え、ともに、戦後広く共















感も強く 立派 であったこと、戦後は、 客観的 な 排出基準 を設ける
ことによって、基準値までは許されるという方向へ転換してきたことを明らか
にしている。






















数年後、 私 のほうが重要かつ本来的であり、 公 とは必要悪もしくは単
なる共通項としてミニマムに抑えるべきである、との立場をとっておりました。
それが、当時における攻撃──防御の論拠であったわけです。 と述べ、圧倒
的に強い 公 を前に、 あまり稔りは大きくなかった と振り返っている（内
水護 土と水の自然学 年、 ）。しかし今なお意味があると考えて
紹介する次第である。そう考える理由を 点挙げたい。




の主張にエールを送る本書の内容は、 公 と 私 の関係を改めて考える契
機となるだろう。
点目。本書で指摘されている 公益 の 幻想 は今もなお健在である。公
益 の 公 について誰が判断するのか。権力を行使する人々か。私たちは 公
に含まれているのか。 公益 の 学 に関わる者にとって重要で未解決の問
題ではないだろうか。
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